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助成事業完了報告書
日本財団　会長
報告日付：　平成26年4月　12日
事業ID：  2012057928
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　事業名：教育の機会に恵まれない

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　子どもへの学習支援活動
団体名：(特)くまもと学習支援

　　　　　　　　　ネットワーク
代表者名：野田佳裕
TEL：096-285-7461
FAX：096-385-2444
事業完了日：　平成26年3月31日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

事業費総額　　　　　　　12,908,253　　　　円　（収支計算書に記載する決算額）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　 　　　　 　　 

自己負担額　　　　　　　　2,748,253　　　　円　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　 　　　　 　　 

助成金額            10,160,000     円　（千円未満は切り捨て）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　  　　 　　
事業内容：　　　　　　　　　　　　　　　　
1.学習支援の実施

(1)時期通年(週1回以上、各拠点)

(2)場所12拠点(公民館、市民センター等)

(3)人数120名(各拠点10名)

(4)内容協賛学習塾の塾長等による学習指導

2.講演会の開催

(1)回数11回(各拠点1回)

(2)場所1.と同じ

(3)人数330名(1.参加者及び教職員等)

(4)内容学習意欲を高め、進路についての検討を促す

3.訪問相談員の派遣

(1)時期:通年(週1回、各拠点)

(2)対象者:24名(各拠点2名)

(3)内容:臨床心理士を派遣し、学習を継続させる

4.進学就労相談支援の実施

(1)時期:通年(週1回、各拠点)

(2)場所:くまもと若者サポートステーション

(3)対象者:80名(参加者及び保護者)

(4)内容:子どもの進路、保護者の就労相談を行う
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

事業目標の達成状況：　　　　　　　　
目標

１．熊本県下12市に無料の学習会を実施する。「学習会寺子屋」設置し、不登校、ひきこもり家庭の問題等様々な要因により、教育の機会に恵まれない子どもたちに対し学習の機会を提供する。

①.学習支援の実施

(1)時期通年(週1回以上、各拠点)

(2)場所12拠点(公民館、市民センター等)

(3)人数120名(各拠点10名)

(4)内容協賛学習塾の塾長等による学習指導

１２会場(熊本市は、人数増加のためウェルパル熊本と法人本部で実施)

  熊本市、宇城市、宇土市、八代市、人吉市、阿蘇市、菊池市、合志市、山鹿市、玉名市、
　荒尾市で実施　別添資料冊子参照
　
	学習会指導
	生徒数(人)
	延べ人数(人)
	延べ指導時間

       (時間)

	小学生
	69
	2266
	3714

	中学生　
	45
	1970
	6444

	高校生以上
	7
	310
	930

	　総計
	121
	4546
	11088

	　講師
	23
	1369
	4119

	　ボランティア
	4
	150
	450


    ※内　発達障害　小学生　3名　中学生　2名

　  　身体障害者　　1名(家庭訪問による指導)

　
　　　　　達成自己評価　◎満足　◯達成　△不満足　×達成できなかった
	目標
	達成状況
	達成自己評価
	

	１．ひとり親家庭保護世帯のこども約120名が指導を受け基礎学力が学力偏差値が5以上上がる。高校大学合格者30名

	①１２０名を超えた。

②週１回(合志市は週2回)では急激な学力向上は見られないが、別添資料のように成績状況に波はあるものの伸張していることがみられる。

③高校進学者　20名中20名普通高校へ進学　100%志望校合格

　高校３年生0名 大学浪人生1名

　(九州大学医学部受験)者　

  大学進学者0　名

　中学３年生高校３年生が少なかった。

合計 合格者20名÷受験生21名=95%の合格率

　
	①100%以上

②　　　　　

③高校受験合格率100%　　　　　
	◎◯
◯

	２．発達障がいのこどもたちへの対応　4名の学習指導
	発達障害　小学生　3名　中学生　2名

身体障害者　　1名(家庭訪問による指導)


	150%達成　　
	◎

	課題
	①発達障害の子ども特に多動性のある小学生1名は完全に個別指導でないと難しかった。

対策　合宿による生活習慣の習得が必要　

　　　居場所を作ることで対人関係の構築訓練が必要

②成績の伸張は宿題を出したことで補えた。

　できれば週２回以上の指導が望ましい。

　※テストの点数がまばらで評価しにくい。

　　小学生は評価の柱となる学力テストでは不明瞭

　　業者テストの導入が必要ではないか。
③今年度は、予想に反して中学３年生、高校３年生が少な

　　かった。

　　実績16名÷目標30名=53%　　


　

2. 講演会の開催
講演会題目「不登校　伝えたいこと」+個別相談会

 添付資料冊子参照
	実施都市
	実施回数
	出席者数　合計
	相談件数

	人吉市
	3
	18
	6

	熊本市
	4
	24
	8

	八代市
	1
	15
	3

	玉名市
	2
	12
	2

	合計
	11
	69
	19


達成自己評価　◎満足　◯達成　△不満足　×達成できなかった
	目標
	達成状況
	達成自己評価
	

	①11回の講演会

②参加者数　

　教職者等のべ330名  

　 講師2名

③学習が大切不登校の克服例などを伝える。

④講演会をおこなうことで、子どもたちの学習意欲を高め、進路について前向きに検討できるようになってもらう。
	①11回実施

②69名

③添付資料の通り、不登校克服、気をつけならなければならない点などを経験則に基づいて伝えることが出来た。

学習の重要性を伝えることが出来た。
	①100%達成

②21%達成

③「講演会を継続してほしい。」と仰る方が多かった。少なからず良い影響を与えられたと思う。

NPO、教職関係者の出席があった。

※付記

荒尾第四中学校校長先生のご意向で、英語教育についての講演会と指導方法を指導。英語教諭と議論をした。
	◎△◎

◎

	課題
	①公民館、ネット上、中学校、生徒保護者にチラシを配ったが、

　　反応が鈍かった。

　八代講演会は、熊本県福祉課の協力が有り比較的集まった。　

②成績の伸張は宿題を出したことで補えた。

　できれば週２回以上の指導が望ましい。

　※テストの点数がまばらで評価しにくい。

　　小学生は評価の柱となる学力テストでは不明瞭

③熊本市の会場は２８名となり２箇所に分けなければならなかった。本部でも実施した。

　人口比率に比例して生徒数が増える。このことを考慮した上で講師配分を検討する必要がある。




２．保護者の就労支援や社会福祉士等の家庭訪問等を合わせておこなうことにより、家庭環境の改善を図り、子どもが継続して学習する環境を整える。

 (1)派遣相談　　不登校、不登校予備軍等の相談を臨床心理士1名が受ける。

　　　 
	派遣相談
	人数(人)
	延べ人数(人)
	延べ時間
       (時間)
	学校復帰・進学

	小学生　不登校
	3
	36
	43
	3名学校復帰

	中学生　不登校
	5
	60
	72
	2名学校復帰

2名高校進学

	高校生　不登校
	1
	72
	86
	１名高校復帰



	高校生 ひきこもり
	2
	
	
	2名転学

	高校中退
	7
	
	
	高卒認定合格3名

うち1名大学進学

１名専門学校進学

	高校生以上
	1
	
	
	予備校進学3名

	高校生以上ひきこもり
	2


	
	
	

	　総計
	21
	168
	201
	次のステップに進んだ方

15名

	　相談員
	１
	48
	192
	


   　　　復帰進学率　　15人÷21人=71%
達成自己評価　◎満足　◯達成　△不満足　×達成できなかった
	目標
	達成状況
	達成自己評価
	

	①．.不登校の生徒の20名の
　５割が学校復帰。
　5割が進学に向け学習
②.ひきこもりの支援　
 対象者6名の5割が各地区の学習会寺子屋等で学習する。

③中退者の支援対象者20名の5割が高卒認定試験合格し専門学校などに進学
	①不登校生徒9名中8名

　　約　89%が復帰進学
②ひきこもり4名のうち４名
　転学・予備校進学

　
③中退者７名のうち、

　３名高卒認定試験合格　

　43%の合格率　
	①89%達成

②100%達成

③実績43%÷目標50%＝86%の達成
	◯
◎
◯


	課題
	①公民館、ネット上、中学校、生徒保護者にチラシを配ったが、

　　反応が鈍かった。

②ネットや講演会の相談会から相談に来られた方が多かった。　　　　ホームページの検索順位向上、キーワードへのヒット数を上げる必要がある。
③高卒認定試験はハードルが高い。小学校、中学校の基礎ができないと合格しない。小学校からの不登校生の場合１年間での合格は難しい。




　(2)相談カウンセリング　就労や進学相談等をうける。

　　　　相談カウンセリング相談員　1名

	派遣相談
	人数(人)
	延べ人数(人)
	延べ指導時間
       (時間)
	

	高校生
	4
	20
	30
	進路相談４名

	高校・大学中退者
	5
	25
	40
	進路相談５名

	社会人
	3
	18
	36
	進路就労相談３名

	ひとり親家庭保護者
	8
	48
	72
	就労・子育て相談8名

	　総計
	20
	119
	188
	２0名

	　相談員
	１
	48
	192
	


　　　

　　結果
	 eq \o\ac(○,Ａ)高校生　4名のうち2名通信制高校に転学

	 eq \o\ac(○,Ｂ)高校・大学中退者 5名のうち　　緊急雇用対策就労1名　高卒認定試験受験　4名

	 eq \o\ac(○,Ｃ)社会人　3名のうち　1名熊本市役所臨時職員採用　2名求職中

	 eq \o\ac(○,Ｄ)ひとり親家庭保護者8名のうち　1名パート就労決定　
　　１名緊急雇用対策職業訓練生合格


　　達成自己評価　◎満足　◯達成　△不満足　×達成できなかった
	目標
	達成状況
	

	①保護者等の就労支援10名の5割が職業講座を受け就労

	①結果　 eq \o\ac(○,Ｂ)+ eq \o\ac(○,Ｃ)+ eq \o\ac(○,Ｄ)=16名中　４名就労
　　４名÷16名=25%

    実績25%÷目標50%＝50%達成
	△


	課題
	①高校生・中退生の進路相談によって次のステップへは進ませることが出来たが、社会人の就労の場合、資格をもっているかスキルがないと就労は厳しい。

特に、ひとり親家庭の保護者様は、お子様を抱えているので、就労時間帯も限られており、自宅より通勤３０分以内でないと厳しいという限定要因があるためパート就労、アルバイト就労しかない。
また、お子様との時間をとりたいという方が多く、フレキシブルな雇用に対応出来ない。

小学生以下のお子様を抱えている場合はより深刻である。


３．１と２を達成することで期待される効果の目標
	目標
	達成状況
	

	①メディアに取り上げられ、

貧困の連鎖や不登校の改善の方法として全国に知られる。

②当法人の現在の23の協賛塾が増加する。

③講演会により学習に対する意識が高まる。不登校克服がなされる。
	①メディアにはとりあげられなかったが、講演会の案内を

　熊日新聞に載せて頂いた。八代市講演会１回のみ

　・神奈川のNPO法人から問い合わせがあった。
　・熊本大学教育学部、宮崎大学教育学部の
　「貧困と学習支援」についての研究例としての取材を
 　 受けた。
  ・人吉市役所・水俣市役所福祉課より問い合わせがあり、

　　　学習支援についての説明を実施した。

　・FMやつしろにて学習支援の取材を受け放送された。

②協賛塾は増えなかったが、NPO法人TT、NPO法人

　リレーション、NPO法人くまもとブランチ(いずれも

　不登校、ひきこもりの協力団体)との連携ができた。

　八代市議会議員・熊本市議会議員・阿蘇市議会議員

　衆議院議員５名の方々にお目にかかり現状と今回の

　支援についての意見交換をさせていただいた。

　荒尾市立第四中学校の学校長と意見交換をさせていただき、中学校の教室をお借りして学習会をひらくことができるようになった。

③講演会を通じて、学校関係者、SSWの方々、NPO法人　

　の方々との意見交換ができた。定期的か講演会の実施を

　要望なさる方が多かった。

	△
◎

◯


	課題
	①メディアには何度も要望を出す必要がある。また、
　長年実績のあるNPO法人と共同して出していただくとい

　う方法をとる必要がある。

　今回の支援事業を通じて、熊本県庁福祉課と熊本県母子会

　とのつながりが出来るようになり、紹介していただくよう

　になってきたので、宣伝についても期待が持てると思わ

　れる。
②今回の支援を通じて学校内での学習支援ができるきっかけができたことは大変意義深いと思う。

熊本県内のほとんどの中学校にはまわった。

　中で、ひとり親家庭等のこどもの学力低下、基礎学力の不足している生徒が学校全体の１／３程度いることがわかった。

学校では不登校や先の子どもたちの対応は難しいという現実を学校長の方々から伺った。

　もう、学校では支えきれないことは明白である。

　これから、当法人は実績を積み学校に信頼していただき、学校内で学習支援が出来るようにやっていきたい。


４．本事業を次にどう活かすかへの目標達成について

次年度以降継続していけるように県および関係しに対して資金面での負担を低減するとともに、収益の見込める自主事業も展開し体制を整える。
　
	目標
	達成状況
	

	①学校や行政との信頼関係が強まり、福祉課、先生からの紹介が増え、連携が強まる。

②下記の本事業継続の提案をおこなう。

熊本県が全費用約2,000万円のうち、約800万円を負担し、のこり1,400万円を14市が負担。

　　6年ごとに継続更新

　　熊本県版パッケージとして

　システム化し、全国に広める。

　　また、継続資金確保のための自主事業体と寄付金を計画中


	①熊本県福祉課・熊本県母子会とのつながりが出来るようになり、紹介していただくようになってきた。

②(1)熊本県　子ども未来課に提案書を提出した。　　添付資料冊子参照
　(2)八代市議会議員２名と面談し提案しました。

  (3)熊本市議会議員１名と面談し提案しました。

　　いずれも検討して頂く、あるいは議会に挙げて

　　みたいと仰いました。

　　しかしそれから進展はありません。

③高卒認定試験対策・学習フリースクール・通信制高校事業による収入が増えてきた。

　今年度は、不登校ディサービス、訪問支援事業を加えて事業費を捻出する予定。

　寄付金については、個人の寄付は数件しかなかった。寄付の受付、宣伝方法について検討していく必要がある。
	◎
△
◎

	課題
	①行政への提案は結果としてうまくいかなかった。
ただ、今回の支援で、熊本県福祉課、熊本県母子会とのつながりが出来たことは大きい。

　県会議員、市会議員を通じて議会での検討をしていただくようなおいっそう面談回数を増やし、支援していただくよう努力する。

　それとともに自主事業を成長させ、自立して運営できるよう平成２６年度に基盤を固める。

②学習会に関しては、課金システム月謝2,000円をいただ

　けるかどうか２月にアンケート調査を実施した。

　たいていの方はOKであったが、支払えないという

　家庭もあった。

　仮に月謝制とすると来られない方を救えないことに

　なる。

　それでは当法人の支援理念に反する。

　現在検討中である。

  月謝のかわりに、寄付金を頂くことを検討している。

　また、当法人のスタッフと学生ボランティアによる

　学習支援で進めたいと考えている。


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

事業成果物：(別添資料に在中)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
１．ちらし
２．写真

３．数学テキスト　　  B4　中学生　高校入試基礎対策編　両面115枚　230ページ
４．◎英語テキスト　　A4  ①中学１２３年　　短期復習　 40ページ

　　　　　　　　　　　 ②中学１２年　　英文法基本　110ページ

                       ③英文法　　高校入試対策編　96ページ
５．CD1  　　　　　　　　①お母様インタビュー

　　　　　　　　　　　②講演会内容　you tube配信分

６．◎CD2                 wordテキストデータ　３．４テキストデータ
（様式）
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収支計算書
（　25　年　4　月　1　日から　26　年　3　月　31　日まで）
	収入の部
	
	
	
	
	（単位：円）

	科目
	予算額
	決算額
	受入済額
	未調達額
	備考

	日本財団助成金収入
	10,160,000　　
	10,160,000　
	10,160,000　
	0　
	　

	自己負担
	2,748,253
	3,900,990
	3,900,990
	0
	　

	収入合計
	　12,908,253
	14,060,990　
	14,060,990　
	0　
	　

	
	
	
	
	
	

	支出の部
	
	
	
	
	

	科目
	予算額
	決算額
	支出済額
	未払額
	備考

	　人件費（本部）
	3,600,000　
	3,600,000
	3,600,000　
	0　
	　

	　派遣講師費23名
	6,624,000　
	7,456,000
	7,456,000　
	0　
	　

	　派遣相談員1名
	384,000　
	384,000
	384,000　
	0　
	　

	　相談ｶｳﾝｾﾘﾝｸﾞ人件費
	384,000　
	384,000
	384,000　
	0　
	　

	　講演会講師人件費
	204,000　
	204,000
	204,000　
	0　
	　

	　会場借上料
	1,026,800　
	421,620
	421,620　
	0　
	　

	　広告宣伝費
	330,000　
	290,250
	290,250　
	0　
	　

	　印刷製本費
	310,000　
	168,383
	168,383　
	0　
	　

	　端数調整
	0　
	0
	0　
	0　
	　

	　
	　
	
	　
	　
	　

	　
	　
	
	　
	　
	　

	　
	　
	
	　
	　
	　

	　
	　
	
	　
	　
	　

	　
	　
	
	　
	　
	　

	　
	　
	
	　
	　
	　

	　
	　
	
	　
	　
	　

	　
	　
	
	　
	　
	　

	　
	　
	
	　
	　
	　

	　
	　
	
	　
	　
	　

	支出合計
	12,908,253　
	12,908,253　
	12,908,253　
	0　
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